推薦調書（別紙様式１）                                                                    13DR 
	大学名：　　　　　　　　　　

大学番号：
	国際化拠点整備事業


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	推薦順位
	第     　位／　　　人中
	国籍(国番号)
	        　　　　　  （　　　　）

	氏名
※ ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの表記を入力
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 生年月日（年齢）
	１９　　　・　　・　　　（　　）
	　性　　　別
	Ｍ     ・     Ｆ

	 現住所
	

	 電話番号
	

	Ｅ－ｍａｉｌ
	

	 専攻分野
	          　　 　　　　　　　学　
（総合領域、複合新領域、人文学、社会科学、数物系科学、化学、工学、生物学、農学、

医歯薬学）
特に                                                             　に関する研究
                                                                 　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    　に関する研究

	 学位論文題目
	 学士　修士　博士　論文題目

	
	

	
	

	 最終学歴
	　　　年　　　月　　　　　　　　　大学（大学院）・高校　　　　　　　学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　 研究科（修士・博士）
卒業(修了)・卒業(修了)見込み・（　　　　　　）　　　　　　修学年数合計　　　　年

	最新職歴
(所属・役職名等)最新職歴
	年　　　月   ～　　　　年　　　月
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	学業成績の評価
	優　　良　　可　　不可
	学業成績係数
	　

	語学能力
	  日本語    　　       英語 　　     　      その他（　　　　　）　　　　　

	 奨学金支給期間
	２０１３年　　　　月　　　～　　　２０　　　年　　　　月

	 留学希望期間
	２０１３年　　　　月　　　～　　　２０　　　年　　　　月

	 受入研究科等
	

	 在籍身分等
	  　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　課程（　　　年　　月　　予定）］

	 指導予定教員氏名
	

	 推薦理由
	

	
	

	
	

	
	

	 推薦区分
	① 大学間交流協定に基づく推薦   ② 交流実績に基づく推薦   ③ ①，②以外の推薦

	 国費留学の経験
	 有（　　　年　　　月～　　　年　　　月：　　　　　大学：　　　　　留学生）無

	 他の奨学金への
 応募状況
	

	 日本滞在経験の
 ある場合、その
 期間等
	 　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日（目的：　　　　　　　　　　　　　）
 　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日（目的：　　　　　　　　　　　　　）
 　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日（目的：　　　　　　　　　　　　　）

	 備　　　　　考
	

	
	

	
	


推薦調書（別紙様式１）作成要領
　　１　本様式は、審査の際、選考資料として使用するので、文書作成ソフト等を用いて作成すること。入力漏れがある場合は不採用となることがあるので注意すること。

２  本様式は推薦者１名に対し１枚作成すること。また、個人の封筒には封入せず、公文書の後、当該大学の推薦者一覧（別紙様式２）を添付し、その後に推薦順位順に全員分を添付すること。

３　使用できる文字は、数字は半角、英字は半角英大文字、カタカナは全角文字とする。

４　「大学番号」欄は、別添の大学番号一覧の番号を入力すること。

５　「国籍」欄は、別添の国籍コード一覧の国名とすること。
（例：○アメリカ合衆国　×米国）
６　「氏名」欄は、ローマ字大文字で申請書の記載方法順（綴りはパスポートと同一とする）に入力し、漢字名のある場合は、その後に括弧書きで併記すること。（電子データで漢字が表記できない場合はカタカナ表記とすること。）また、別紙様式２など他の提出書類の氏名の標記と統一すること。
パスポートの表記と一致しない場合、渡日時に便宜供与が得られない場合があるので注意すること。
７　「年齢」欄は、２０１３年４月１日現在の年齢を入力すること。（満３５歳未満の者：１９７８年４月２日以降に出生した者であること。）
８　「学位論文題目」欄は、例えば修士進学予定の学部４年の者は学士論文、修士課程在学中

で修士論文の題名が決まっていれば修士論文、未決定ならば学士論文というように、最新の

ものを入力すること。学部正規課程新規入学者等、存在しない場合には空欄とすること。
９　「最終学歴」欄は、最終学校の卒業・修了（見込み）期日、校名等を入力すること。
なお、入力時に在籍している場合は、括弧内に「在籍中」と入力し、修学年数合計につい

ては、全教育機関（小学校～大学・大学院）の総計年数（在籍中の学校の履修年数を含む、２０１３年３月までの総計）とすること。
10　「学業成績の評価」及び「語学能力」欄は、最近の成績表をもとに１００点満点に換算・算定し、総合評価が８０点以上を「優」、７９～７０点を「良」、６９～６０点を「可」、５９点以下を「不可」として入力すること。

11  「奨学金支給期間」欄は、研究生等として入学する場合は３ヶ月以上で大学が計画する期間となる。

また、直接、正規課程に入学することが現時点で決定（入試を受験し正規課程への入学許可が出ている場合）している場合は、当該課程の標準修業年限までの期間のうち大学が計画する期間を入力すること。
12  「留学希望期間」欄は、最終的な留学予定期間を入力すること。

13　「推薦理由」欄は、今回推薦に至った理由を、簡潔にまとめて欄におさまるよう入力すること。（別添、別紙は添付しないこと。）
14　「推薦区分」欄は、該当する方に○を付すこと。

15  「国費留学の経験」欄は、過去に国費留学生（日韓共同理工系学部留学生含む。）であった場合は、その期間、在籍大学名及び国費留学生の種別を入力すること。
16　「日本滞在期間」欄は、過去に日本に滞在していたことがある場合、新しい順に上から入力すること。
（　作 成 例　）
　推薦調書（別紙様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13DR
	大学名：○　○　大　学
大学番号：123456
	国際化研究拠点事業


	 推薦順位
	  第    ３   位／　　５　人中
	国籍（国番号）
	　　インド　　　　（１０２）

	 氏名
※ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの表記を入力
	M
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	 生年月日（年齢）
	         197９.2.3    （ 33 ）
	 性        別
	Ｍ     ・     Ｆ

	 住所
	   ○○○×××, △△○○△△△-012345, ○○××△△△, INDIA

	 電話番号
	   +91-12-1234567         

	Ｅ－ｍａｉｌ
	   Abc＠aaa.bb.in 

	 専攻分野
	     国　際　経　済　　学
（総合領域、複合新領域、人文学、社会科学、数物系科学、化学、工学、生物学、農学、

医歯薬学）
特に   ○○○○と○○○○における○○○                    　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　に関する研究

	 学位論文題目
 
	 学士　修士　博士　論文題目

	
	   ○○○に関する考察

	
	

	 最終学歴
  
	　2011　年　３　月　　○　○　大学（大学院）・高校　   　 　　 学部

○　　○　　研究科（修士・博士）
卒業（修了）・卒業（修了）見込み・（　　　　）　　　　　　修学年数合計　２0　年

	 最新職歴
(所属・役職名等)
	2003　年　４　月   ～　2004　年　３　月
（　　　　   　Assistant Director，○○○○ＣＡＭＰＡＮＹ　　　　　　　　　　）

	学業成績の評価
	優　　良　　可　　不可
	学業成績係数
	２．５５

	学業成績の評価
	優　　　　　　　　良　　　　　　　　可　　　　　　　　不可

	 語学能力
	  日本語   優         英語    優          その他（　独　語　） 良 　　　    

	 奨学金支給期間
	２０１３年　　４　月　　　～　　　２０１４年　　　３月

	 留学希望期間
	２０１３年　　４　月　　　～　　　２０１８年　　　３月

	 受入研究科等
	　経済学研究科

	 在籍身分等
	  正規生（大学院生）　　　　　　［博士前期　課程（２０１３年４月入学予定）］

	指導予定教員氏名
	　○○△△△

	 推薦理由

	○○○○○○○・・・・・・

	
	

	
	

	
	

	 推薦区分
	① 大学間交流協定に基づく推薦   ② 交流実績に基づく推薦   ③ ①，②以外の推薦

	国費留学の経験
	有（　　　年　　　月～　　　年　　　月：　　　　　大学：　　　　　留学生）無

	他の奨学金への
 応募状況
	なし

	 日本滞在経験の
 ある場合、その
 期間等
	  2007 年  10 月　1日～　2008年　3月 　24日（目的：○○大学短期留学のため  　）
 　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日（目的：　　　　　　　　　　　　　）
 　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日（目的：　　　　　　　　　　　　　）

	備          考
	

	
	


